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平
成
十
年
八
月
か
ら
平
成
十
一

年
三
月
に
か
け
て
、
環
境
庁
が
市

内
の
大
気
、
水
質
、
土
壌
、
生
物

（
魚
）な
ど
を
対
象
と
し
た
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
測
定
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
全
国
を
統
一
し
た
手

法
で
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

発
生
源
も
含
め
た
地
域
の
汚
染
の

実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
対
策
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
で
す
。

　

本
市
は
全
国
四
百
カ
所
の
調
査

地
点
の
う
ち
、
中
小
都
市
の
一
つ

と
し
て
選
定
さ
れ
、
市
内
各
地
点

の
サ
ン
プ
ル
か
ら
分
析
測
定
さ
れ

ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

　

測
定
の
結
果
、
市
内
に
廃
棄
物

焼
却
施
設
な
ど
、
大
き
な
発
生
源

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
気

と
土
壌
で
全
国
レ
ベ
ル
に
比
べ
高

い
値
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環

境
基
準
と
比
較
す
る
と
、
大
気
は

基
準
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
水

質
と
土
壌
は
超
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　　

市
で
は
、
平
成
十
一
年
度
に
大

気
環
境
調
査
と
し
て
、
市
内
三
カ

所
で
大
気
を
採
取
し
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
濃
度
を
測
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
環
境
庁
の
測
定
点

と
合
わ
せ
て
、
市
全
域
の
大
気
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

測
定
は
、
汚
染
濃
度
が
高
く
な

る
冬
季
に
実
施
し
て
い
ま
す
（
表

２
参
照
）。

　

こ
の
測
定
で
は
、
環
境
基
準
を

超
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
環
境

庁
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
い
ず

れ
の
地
点
も
濃
度
が
下
が
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
で
は
平
成
十
二

年
度
に
も
、
大
気
、
水
質
、
土
壌

※測定結果は、ダイオキシン（ポリ塩化ジベンゾパラジオキシンとポリ塩化ジベンゾフラン）の合計値
※（　）内の数値は、ダイオキシンにコプラナーＰＣＢを含めた値　※数値は、毒性等量（ＴＥＱ）で換算した値

　

基
本
的
人
権
を
守
る
と
と
も

に
、
そ
の
啓
発
、
高
揚
の
た
め
に

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
相
談

に
当
た
っ
て
い
る
の
が
人
権
擁
護

委
員
で
す
。

　

人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
が
社
会

生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
権
利

で
あ
り
、
大
切
に
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が

現
実
に
は
、
い
じ
め
、
差
別
、
家

庭
内
や
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、

自
分
の
権
利
だ
け
を
主
張
し
た

り
、
勝
手
な
行
動
を
し
て
他
人
の

人
権
を
侵
す
事
件
が
起
き
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
権
擁

護
委
員
は
毎
月
第
二
火
曜
日
に
、

市
役
所
で
『
法
務
相
談
』
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
山
崎
榮
＝
さ
が
み
野
三
ノ
六
ノ

一
九
�
０
４
６（
２
５
３
）４
０
１

１
▼
山
口
進
＝
相
模
が
丘
五
ノ
三

四
ノ
二
七
�
０
４
２（
７
４
２
）９

７
３
５
▼
瀬
戸
宏
孝
＝
座
間
一
ノ

三
一
〇
五
�
０
４
６（
２
５
５
）０

０
６
２
▼
鈴
木
幹
枝
＝
入
谷
一
ノ

三
三
五
九
�
０
４
６（
２
５
２
）１

７
６
１
▼
吉
川
善
康
＝
緑
ケ
丘
三

ノ
四
三
ノ
二
三
�
０
４
６（
２
５

３
）１
０
３
０
▼
岩
堀
勝
三
＝
小

松
原
一
ノ
四
〇
ノ
一
三
�
０
４
６

（
２
５
３
）７
７
３
９
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市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
５
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

ダダ
イイ
オオ
キキ
シシ
ンン
類
の
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す

に
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か

ら
、平
成
十
一
年
度
に
環
境
庁
は
、

全
国
の
三
百
五
十
四
地
点
を
選

び
、
土
壌
（
砂
場
）
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
濃
度
測
定
お
よ
び
利
用
状

況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
小
松
原
保
育
園
と

立
野
台
公
園
の
二
カ
所
の
砂
場
で

測
定
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
結
果

は
表
３
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

立
野
台
公
園
で
は
、
子
供
を
遊
ば

せ
に
来
た
主
婦
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
（
環
境
庁
の
ま
と

め
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
土
（
砂
）
遊
び
に
伴
い
、
土

（
砂
）
を
口
に
入
れ
る
頻
度
が

「
毎
日
見
ら
れ
る
」ま
た
は「
よ

く
見
ら
れ
る
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
の
は
、
一
〇
�
未
満
で

し
た
。

○
土
（
砂
）
遊
び
後
の
手
洗
い
の

状
況
は
、
九
五
�
以
上
が
「
必

ず
手
を
洗
わ
せ
る
」
と
の
回
答

で
し
た
。

　

県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（
以
下
「
県
条
例
」
と
い

う
）
の
改
正
が
あ
り
、
平
成
十
一

年
七
月
か
ら
小
型
焼
却
炉
の
届
け

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
焼
却

炉
の
設
置
状
況
や
使
用
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
一
件
ず
つ
立
ち

入
り
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ド
ラ
ム
缶
、
石
油
缶
、
野
焼

き
な
ど
の
燃
焼
方
法
や
焼
却
物
の

確
認
な
ど
も
行
い
、
今
ま
で
実
態

が
分
か
ら
な
か
っ
た
屋
外
燃
焼
行

為
の
状
況
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

　

届
け
出
が
必
要
な
炉
は
、
①
火

格
子
面
積
ま
た
は
火
床
面
積
が

〇
・
五
平
方
�
以
上
②
焼
却
能
力

が
一
時
間
当
た
り
五
十
�
以
上
③

一
次
燃
焼
室
（
燃
焼
室
が
一
つ
だ

け
の
焼
却
炉
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

燃
焼
室
）
の
容
積
が
〇
・
八
立
方

�
以
上
の
も
の
で
す
。

　

調
査
は
次
の
内
容
で
、
平
成
十

一
年
五
月
か
ら
九
月
に
実
施
し
ま

し
た
（
表
４
参
照
）。

○
調
査
対
象　

工
場
・
事
業
所（
一

般
住
宅
、
小
規
模
商
店
、
事
務

所
を
除
く
）

○
調
査
方
法　

炉
の
構
造
確
認
と

火
床
の
計
測
、
焼
却
の
担
当
者

か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど

　

こ
の
調
査
に
基
づ
き
、
ほ
と
ん

ど
の
焼
却
炉
の
届
け
出
が
済
み
ま

し
た
が
、
ま
だ
届
け
出
し
て
い
な

い
場
合
や
そ
の
後
に
変
更
、
廃
止

し
た
場
合
な
ど
は
、
県
条
例
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
約
九
割

が
、
身
の
回
り
の
ご
み
な
ど
廃
棄

物
を
焼
却
す
る
と
き
に
発
生
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
で
き
る
こ
と
は
、
物
を
大
切

に
し
長
く
使
う
こ
と
、
リ
サ
イ
ク

ル
や
分
別
な
ど
を
き
ち
ん
と
行
う

こ
と
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
で

す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ

ニ
ー
ル
と
い
っ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
元
と
な
る
ご
み
を
減
ら

す
努
力
が
大
切
で
す
。ま
た
、

一
般
の
家
庭
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
源
と
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
燃
や
さ
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
全
国
一

斉
環
境
調
査

●
市
内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

大
気
環
境
調
査

●
小
型
焼
却
炉
の

使
用
実
態
調
査

●
今
後
の
方
針
と
し
て

全国の最高値全国の平均値環境基準値測　定　結　果測　定　地　点項　　目

１.８０.２２０.６０.７６ pg/�
０.６８ pg/�

市役所
小松原・ひばりが丘児童館大気

１７０２１－５０.１７ pg/�/日市役所ばいじん

１１０６.２１，０００４７.４９ pg/g（５１.１）芹沢公園土壌

５.３０.０８６１.００.０６３ pg/�（０.２０）芹沢公園地下水

１２０.３５１.００.３１ pg/�（０.４２）目久尻川河川の水質

２３０６.５－９.２０ pg/g（９.９７）目久尻川河川の底質

１１０.６４－０.５８ pg/g（１.１９）目久尻川生物（コイ）

１１０.６４－０.８７ pg/g（２.８０）目久尻川生物（オイカワ）

　表１　ダイオキシン類緊急全国一斉調査の測定結果　※pg（ピコグラム）＝１兆分の１グラム

6�
�月
�は
�環
�境
�月
�間
�

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
毒
性
が
極
め
て
強
い
物
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
、
市
で
の

役
割
分
担
に
よ
る
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
平
成
十
一
年
七
月
に

は
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
大
気
、
水
質
、
土
壌
の
環
境
基

準
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
本
格
的
な
規
制
内
容
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
市
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る
環
境
測
定
結
果
や
対
策
内

容
に
つ
い
て
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　

環
境
保
全
課
�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
４
・
�
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

環
境
測
定
を
実
施
し

ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

に
よ
る
土
壌
汚
染
か

ら
の
健
康
被
害
は
、

農
作
物
か
ら
の
摂
取

や
皮
膚
の
接
触
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
特
に

子
供
の
場
合
は
、
遊

び
場
で
土
や
砂
を
口

●
子
供
の
遊
び
場

（
土
壌
中
）の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査

　表２　市内のダイオキシン類大気環境測定結果
環境基準値コプラナーＰＣＢを含む値ダイオキシン濃度測　定　地　点

０.６

０.２９ pg/�０.２８ pg/�四ツ谷配水管理所

０.１９ pg/�０.１８ pg/�東原コミュニティセンター

０.１８ pg/�０.１７ pg/�相模が丘コミュニティセンター

　表３　「子供の遊び場」の土壌中のダイオキシン類測定結果
環境基準値コプラナーＰＣＢを含む値ダイオキシン濃度測定地点

１０００
０.０９７ pg/g０.０９６ pg/g立野台公園

  １.２ pg/g  １.２ pg/g小松原保育園

　表４　小型焼却炉調査結果　　　　　　　（平成１１年１２月１日現在）
総調査件数焼却施設なしその他の焼却施設等届け出要焼却炉

１０８８７１８２９４７６件　数

　「ホルモン」の働きを阻害する「環境ホルモン」について正しく理解
していただくため、環境講演会を開催します。
○と　き　６月２９日（木）午後１時３０分～３時３０分
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）大会議室
○講　師　県環境科学センター　惣田�夫さん
○申込方法　６月１５日（木）までに環境保全課�０４６（２５２）８２１４へ

環境講演会を開催

そうだいくお
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介護分
医療分

課　　税　　対　　象区　分
改正後改正前

１
１００

５.５５
１００

５.５
１００

前年中の総所得金額等から基礎控除額
（３３万円）を差し引いた額①所得割額

２.５
１００変更なし１８

１００
その年の固定資産税で、土地・家屋分の
税額②資産割額

 ４,８００円２２,０００円 ２０,０００円国保に加入している人　一人につき③均等割額

 ４,２００円２４,０００円 ２３,０００円国保に加入している世帯　１世帯につき④平等割額

７０,０００円変更なし５３０,０００円①～④の合計が右の金額を超える場合は、
超えた金額分は課税されません課税限度額

税（料）率と課税限度額

中小企業事業資金融資制度（間接融資）
年末資金設備資金運転資金

年末の仕入資金
決算資金
その他

設備改善資金
機械購入資金
その他

仕入資金
決算資金
その他

資 金 使 途

１事業者に対し
５００万円以内

１事業者に対し
２，０００万円以内

１事業者に対し
１，０００万円以内融資限度額

年２.４％以内
年２.４％以内
ただし、経営安定資金該当の場合は年
２.３％以内

融 資 利 率

５年以内
措置期間２カ月以内
割賦返済

１０年以内
措置期間６カ月以内
割賦返済

１０年以内
措置期間６カ月以内
割賦返済

融 資 期 間
お よ び
返 済 方 法

取扱金融機関申 込 先

※各資金共通で一人以上の保証人、原則として信用保証協会の保証を付する。
※設備資金・経営安定資金を利用される方は、市が発行するあっせん書または認定書が
必要です。

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

『
水
道
週
間
』
と
し
て
全
国
一
斉

に
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、

社
会
的
に
省
資
源
化
意
識
が
浸
透

し
て
い
る
こ
と
や
雑
用
水
利
用
お

よ
び
近
年
の
渇
水
な
ど
に
よ
る
節

水
意
識
の
向
上
に
よ
り
、
給
水
量

の
増
加
に
は
歯
止
め
が
か
か
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
阪
神
淡
路

大
震
災
を
契
機
に
、
災
害
に
強
い

施
設
づ
く
り
も
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
は
、
地
下
水
を
主

水
源
と
し
な
が
ら
、
県
営
水
道
か

ら
の
受
水
に
よ
り
、
よ
り
安
定
的

な
水
の
供
給
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
拡
充
整
備
が
一
段
落

し
た
今
、
今
後
は
施
設
の
耐
震
化

お
よ
び
改
良
を
計
画
的
に
進
め
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全

な
水
を
安
定
し
て
お
届
け
で
き
る

よ
う
努
力
を
続
け
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
水
道

料
金
を
主
に
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
を
考
え
コ

　

市
で
は
、
中
小
企
業
の
安
定
し

た
事
業
活
動
に
必
要
な
資
金
を
融

　

四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、
四
十
歳

か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
従

来
の
国
保
の
保
険
税
（
医
療
分
）

　障害者などにやさしい街づくりのために、小田急線相武台前駅へ
の車いす対応型エレベーターの設置事業が、このほど始まりました。
これは、国、県、市、小田急電鉄（株）の四者が実施するもので、障
害者や高齢者の安全で快適な利用を考慮した生活環境の整備を目指
しています。
　エレベーター設置の概要は南北口に各一基、上下線ホームに各一
基の計四基で、平成十三年三月に完成予定です。
担当　　　障害福祉課　　　　　�０４６（２５２）７１３２　�０４６（２５６）３６００

  
水
道
で 
つ
な
ご
う 
豊
か
な
新
世
紀

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
お
支

払
い
で
き
る
ほ
か
、
便
利
な
口
座

振
替
の
利
用
も
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
入
な
ど
に
よ
り
水
道

の
使
用
を
開
始
す
る
と
き
は
、
必

ず
電
話
な
ど
で
水
栓
番
号
、住
所
、

氏
名
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

は
、
必
ず
中
止
す
る
五
日
前
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
道
週
間
期
間
中
は
、

市
役
所
会
計
課
、
水
道
部
業
務
課

お
よ
び
各
出
張
所
に
お
い
て
、
ミ

ニ
サ
ボ
テ
ン
を
配
布
し
て
い
ま
す

（
数
に
限
り
あ
り
）。

　

こ
れ
か
ら
も
市
営
水
道
に
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

水
道
部
業
務
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
４
７
０

�
０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

お
気
軽
に

ご
利
用
を

中
小
企
業
・
勤
労
者
へ
の
融
資
制
度

資
す
る
「
中
小
企
業
事
業
資
金
融

資
制
度
」（
左
上
表
）
と
、
勤
労
者

の
健
全
な
生
活
設
計
に
必
要
な
資

金
を
貸
し
付
け
る
「
勤
労
者
生
活

資
金
貸
付
制
度
」（
左
下
表
）
を
設

け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も

低
利
で
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
る

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

融
資
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
中
小
企
業
事
業
資
金

▽
法
人
＝
市
内
で
六
カ
月
以
上
継

続
し
て
同
一
事
業
を
営
む
会
社

▽
個
人
＝
市
内
に
一
年
以
上
居
住

し
、
六
カ
月
以
上
継
続
し
て
同
一

事
業
を
営
む
方

◇
勤
労
者
生
活
資
金

▽
市
内
に
一
年
以
上
引
き
続
き
居

住
し
、
か
つ
同
一
事
業
所
に
一
年

以
上
雇
用
さ
れ
て
い
る
独
立
の
生

計
を
営
む
そ
の
主
体
者

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

に
加
え
、
介
護
保
険
料
（
介
護
分
）

を
合
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
税
（
料
）
率
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
医
療
分
に
つ

い
て
は
近
年
の
医
療
技
術
の
高
度

化
や
加
入
者
の
高
齢
化
な
ど
の
た

め
医
療
費
が
増
大
し
て
お
り
、
増

加
す
る
医
療
費
に
対
し
十
分
な
給

付
を
維
持
す
る
た
め
、
や
む
を
得

ず
皆
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
く
保

険
税
を
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た

保
険
税
（
料
）
を
価

値
あ
る
医
療
費
や
介

護
費
と
し
て
有
効
に

使
う
た
め
、
日
ご
ろ

の
健
康
管
理
を
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
忙
し
い
方

や
保
険
税
（
料
）
を

納
め
忘
れ
て
し
ま
い

が
ち
な
方
の
た
め

に
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

担
当　

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）

７
０
０
３

�
０
４
６（
２
５
２
）

７
０
４
３

（

）

国
民
健
康
保
険
税
が

変
わ
り
ま
す

電　話金融機関名

０４６（２５５）１１５５神奈川県労働金庫　座間支店

０４６（２５５）２１２１中央三井信託銀行　座間支店

勤労者生活資金取扱金融機関

電　話金融機関名

０４６（２５１）１２１１静岡銀行　　　　　さがみ野支店

０４２（７４４）６５１１　〃　　　　　　　相模原支店

０４６（２３３）８１１１東海銀行　　　　　さがみ野支店

０４６（２５４）３１５１静岡中央銀行　　　座間支店

０４２（７４３）４５１１神奈川銀行　　　　相模台支店

０４６（２５１）２０４７厚木信用組合　　　座間支店

０４２（７４４）１３３１平塚信用金庫　　　相模台支店

０４６（２５４）６１１１　　〃　　　　　　座間支店

０４６（２５６）１１１０　　〃　　　　　　ひばりが丘支店

０４６（２５５）１２４１城南信用金庫　　　相武台支店

０４２（７４２）７１１１第一勧業銀行　　　相模大野支店

０４６（２５２）１１１１横浜銀行　　　　　座間支店

０４６（２５６）４１１１八千代銀行　　　　ひばりが丘支店

０４６（２５５）２１２１中央三井信託銀行　座間支店

０４６（２３２）８３１１横浜信用金庫　　　さがみ野支店

０４６（２３４）５１１１　　〃　　　　　　海老名支店

０４６（２７６）１６１１　　〃　　　　　　南林間支店

中小企業事業資金取扱金融機関

１世帯　１５０万円以内貸 付 限 度 額

２.７％（年利）融 資 利 率

５年以内
原則として３カ月据置後
５７回払い

融 資 期 間
お よ び
返 済 方 法

取扱金融機関申請書提出先

勤労者生活資金貸付制度（間接融資）

～ピアノソロの名曲を集めて～
○と　き　６月１４日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　舟歌（ショパン）、ワルツ（ブラームス）、シシリアンヌ（フォーレ）ほか
○演奏者　ピアノ　今島葉子・花光典子

今月のロビーコンサート

分離課税に係る所得割の税率表
改　正　後改　正　前

区　　分
県民税市民税県　民　税市　民　税

２.０％４.０％

２.０％４.０％６，０００万円以下
一
般
の
譲
渡

１２０万円＋
（課税長期
譲渡所得－
６，０００万円）
×２.０％

２４０万円＋
（課税長期
譲渡所得－
６，０００万円）
×５.５％

６，０００万円を
超える場合

市・県民税（個人住民税）が改正
　地方税法の改正により、平成１２
年度の市・県民税（個人住民税）
が改正されました。主な改正点は
次のとおりです。

○４３万円→４５万円

○所得割
　前年中の所得金額が（控除対象
配偶者＋扶養親族数＋１）×３５万円
＋３２万円（改正前は３１万円）以下
であれば、非課税になります。

○均等割
　前年中の所得金額が（控除対象
配偶者＋扶養親族数＋１）×３５万
円＋１９万円（改正前は１８万円）以
下であれば、非課税になります。
※いずれも控除対象配偶者や扶養
親族がいる場合です。

○下表のとおりです。
担当　　　　　　　　　市民税課

�０４６（２５２）８００７
�０４６（２５５）３５５０

分離課税に係る所得割の税率
非課税限度額の引き上げ

特定扶養控除額の引き上げ
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昨
年
の
一
月
か
ら
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
資
源
物
と
し
て
市
の
直

営
で
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
十

一
年
四
月
か
ら
平
成
十
二
年
三
月

ま
で
の
収
集
量
は
二
百
九
・
四
四

の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
悪
臭
や

害
虫
の
発
生
な
ど
、
公
衆
衛
生
上
の
問
題
も
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
、
法
律
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
不
法
投
棄
し
た
者
に
は
懲
役
刑

や
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
に
は
、
ご
み

市
と
し
て
は

不
法
投
棄
の
取
り
締
ま
り
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
市
独
自
で
行
う
ほ
か
、
今
年
度
に
は

警
備
会
社
に
委
託
し
、夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、

不
法
投
棄
の
取
り
締
ま
り
を
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
き
れ
い
な
街

を
つ
く
る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

○
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
は
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
現

在
分
別
し
て
出
し
て
い
る
以
外
の
紙
で
、
紙
袋

（
再
生
可
能
な
袋
、
手
提
げ
袋
も
可
）
に
入
れ

て
中
身
が
外
に
出
な
い
よ
う
し
っ
か
り
閉
じ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
紙
に
付
い
て
い
る
ホ
チ
キ
ス
針
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
、
ガ
ラ
ス
、
シ
ー
ル
、
ワ
ッ
ペ
ン
、
布
、

布
ひ
も
、
金
属
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
、
粘
着
テ
ー
プ
な
ど
は
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

○
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、
折
り
込
み
広
告
、

菓
子
箱
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど
の
ボ
ー
ル
紙

な
ど
は
袋
に
入
れ
ず
に
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
紙
パ
ッ

ク
類
は
、
そ
の
ま
ま
出
さ
ず
に
開
い
て
水
洗
い

を
し
、乾
燥
さ
せ
て
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ら
事
業
を
営
む
上
で
出
て
く
る

ご
み
を
い
い
、
種
類
、
排
出
量
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
「
事
業
系
ご

み
」
と
な
り
ま
す
。

　
「
事
業
系
ご
み
は
、廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
お

よ
び「
座
間
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、

資
源
化
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す

る
条
例
」
に
よ
り
、
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
「
排
出
者
責
任
の
原
則
」

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

集
積
所
へ
は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
を
お
願
い
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
と
考
え
ま
す
（
許
可
業
者
な

ど
の
相
談
は
資
源
対
策
課
へ
）。

　

こ
こ
数
年
、
事
業
系
の
ご
み
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
も
自
ら
減
量
化
、
資
源

化
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
！

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
進

め
る
こ
と
は
、
市
の
処
理
施
設
や

最
終
処
分
場
の
延
命
を
図
る
と
と

も
に
環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
ご

※ごみの減量化、資源化に市民の皆さんの一層のご協力をお願いします。

　

昨
年
度
（
平
成
十
一
年
四
月
〜

平
成
十
二
年
三
月
）
に
お
け
る
資

源
物
収
集
量
は
約
六
千
八
百
五
十

一
ト
ン
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
・

一
�
減
少
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
を
進
め
る
た
め
「
空
き
缶
・

空
き
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙

類
・
布
類
・
そ
の
他

金
属
類
」
の
資
源
物

を
分
別
収
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
分
別
収
集
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
事
業
所
も
ご
み
の
減
量
化
、

　

資
源
化
に
協
力
を
…

○
缶

び
ん

金
属
類
な
ど
を
リ

サ
イ
ク
ル
へ

○
食
料
品
・
小
売
店
な
ど
で
は
、

食
品
ト
レ
ー
や
牛
乳
パ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
店
頭
回
収
す

る
。
ま
た
、
自
動
販
売
機
を
設

置
し
て
い
る
店
で
は
、
缶
、
び

ん
な
ど
を
回
収
し
資
源
化
を
図

る
。

○
事
務
用
品
や
ト
イ
レ
ツ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
は
、
な
る
べ
く
リ
サ

イ
ク
ル
品
を
使
う
。

○
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
、
簡

易
包
装
の
実
施
、
買
物
バ
ッ
ク

持
参
の
推
進
な
ど
、
啓
発
活
動

の
実
施
を
図
る
。

ト
ン
集
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

「
キ
ャ
ッ
プ
の
取
り
外
し
」「
水
で

す
す
ぐ
」「
押
し
つ
ぶ
す
」
が
守
ら

れ
て
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た

だ
か
な
い
と
、
選
別
作
業
に
手
間

六
千
八
百
ト
ン
の
資
源
物
を
回
収

資
源
物
分
別
収
集
量
の
実
績
報
告

が
掛
か
り
、
品
質
の

良
い
再
生
品
に
生
ま

れ
変
わ
る
事
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

文
房
具

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原
材
料
と
し

て
使
っ
た
物

　

衣
類
、
台
所
用
品
、
事
務
用
品

◯
廃
油
か
ら
作
ら
れ
た
石
け
ん

　

資
源
物
が
、
再
商
品
化
さ
れ
販

売
し
て
い
る
物
を
な
る
べ
く
買
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
再
利
用
す
る
こ
と

で
、
初
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
が

完
成
す
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

身
近
な
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

◯
再
生
紙
を
使
っ
た
物

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ノ
ー

ト
、
事
務
用
紙

◯
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
た

物

　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、

ジ
な
ど
の
袋
を
断
る

○
耐
久
消
費
財
を
買
う
と
き
は
、

も
う
一
度
本
当
に
必
要
な
物
か

○
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を

利
用
し
、
生
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
利
用
拡
大

ミミミミミミミミミミミミミミミッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククススススススススススススススペペペペペペペペペペペペペペックスペーーーーーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーもももももももももももももも 分分分分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別別別別すすすすすすすすすすすすすすれれれれれれれれれれれれれればばばばばばばばばばばばばば資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源物物物物物物物物物物物物物物でででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすーパーも　　　　　　 分別すれば資源物です
出してはいけないもの

窓付き封筒・写真・紙コップなど
のワックス加工紙・油紙

燃えるごみの日に出してください
＜透明・半透明袋に入れて＞

　市では、子供会、自治会などを中心とした各種団体の集団資
源回収に対して、１キログラム当たり３円の奨励金を交付して
ごみの資源化を推奨しています。
　昨年度（平成１１年４月～平成１２年３月）１年間の回収量は、
約１,９０６トンになります（下表参照）。
　これに、市が分別収集した資源物の６,８５１トンを合わせると年
間で約８,７５７トンを資源化したことになります。

平成７年～１１年度集団資源回収品目別比較　　　（単位：トン）

集団資源回収の実績

１１年度
回収量

１０年度
回収量

９年度
回収量

８年度
回収量

７年度
回収量区　　分

１，４９３１，５７３１，６５９１，７９４１，８７６新聞

７７４７１３５６８７６９３雑誌

２１２２３８２２９２６２２７０段ボール

９１９０７５１０１９５古繊維

２８３０２８２５３０アルミ缶

００１２５金物スチール

５８１５２０３２空きびん等

１，９０６１，９８６２，１４２２，８９１３，００１合計

※年々回収団体が減少しています。ごみの減量化、資源化のために地域の皆さんの集団資
源回収へのご協力をお願いします。

ミックスペーパー

紙・布の日に出してください
＜紙袋に入れて＞

ダイレクトメール（窓なし）・はがき・や
ぶいた紙・包装紙

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
か
ら
一
年
が
た
ち
ま
し
た

紙紙・・布布のの日日にに
出出ししままししょょうう

ビニールコート紙・感熱紙（ファ
クス用紙）・感熱発包紙・裏カー
ボン紙・ノーカーボン紙・使用済
みのティッシュやキッチンペー
パーなど

ノート・カタログ・レシート・カレンダー・
パンフレット

ショッピングバッグ・紙袋・コピー用紙・
電算用紙・タグ

有珠山噴火災害への義援金
日本赤十字社に寄託

　市では、有珠山の噴火後、市窓口および緑化まつりに
おいて義援金の寄付を呼び掛け、その結果、３６７，０００円
という多くの義援金が寄せられました。
　この義援金は、５月１１日に星野市長から日本赤十字

社神奈川県支部
に、市民の皆さん
のご厚情を伝え寄
託しました。

担当　社会福祉課
　�０４６（２５２）７１２２
�０４６（２５６）３６００

　６月４日から１０日は「危険物安
全週間」です。これは、事業所に
おける自主保安体制の確立を呼び
掛けるとともに、皆さんの危険物
に対する意識の高揚、啓発を目的
として設けられたものです。
　わたしたちの身近なものでは、
ガソリン、灯油、てんぷら油などが
危険物に含まれます。これらを取
り扱う際は十分注意しましょう。
担当　市消防本部予防課　　　
�０４６（２５６）２２１１　内線２３４

６月４日～１０日
危険物安全週間

甲種防火管理者
資格取得講習会（ ）

○と　き　７月６日（木）、７日（金）
○ところ　市文化福祉会館３階大ホール
○定　員　１００人（申込順）
○費　用　テキスト代３０００円（申請時に納付）
○申込期間　６月５日（月）～２３日（金）の午前８
時３０分～午後５時（土曜・日曜日を除く）
○申込方法　市消防本部、東・北分署に備えて
ある所定の受講申請書に必要事項を記入し、
縦４センチ×横３センチの写真２枚（正面上
半身・脱帽・無背景で６カ月以内に撮影した
もの）を直接担当へ持参

担当　市消防本部予防課　　　
�０４６（２５６）２２１１　内線２３４
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わ
た
し
た
ち
が
毎
日
生
活
を
し
、
事
業
活
動
を
続
け
る
限
り
、
必
ず
「
不

　
　
　
　
　
　

要
に
な
っ
た
も
の
」
が
出
ま
す
。

　
「
不
要
に
な
っ
た
も
の
」
を
、
単
純
に
「
ご
み
」
と
し
て
集
積
所
に
出
し
て
し
ま
え
ば
、
そ

れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
焼
却
さ
れ
、
最
終
的
に
は
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
役
に
立
つ
も
の
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
ご
み
が
増
え
れ
ば
処
理
経
費
が
増
え
た
り
、
限
り
あ
る
資
源
を
浪
費
し
た
り
す
る

こ
と
に
な
り
、
か
け
が
え
の
な
い
地
球
に
大
き
な
負
荷
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
約
九
割
が
身
の
回
り
の
ご
み
な
ど
廃
棄
物
を
燃
焼
す
る
と
き

に
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
今
何
を
す
べ
き
か
も
う
一
度
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
五
月
に
配
布
し
ま
し
た
、
座
間
市
環
境
保

全
行
政
施
策
推
進
指
針
「
市
民
の
行
動
計
画
書
」
行
動　

〜　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

１３

１７

担
当　

資
源
対
策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９
・
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
１
６

　

高
座
清
掃
施
設
組
合
に
運
ば
れ

焼
却
処
理
さ
れ
る
ご
み
は
、
年
間

約
九
万
�
で
す
が
、
焼
却
を
し
て

も
約
一
割
は
焼
却
灰
と
し
て
残
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
焼
却
灰
の

最
終
処
分
場
は
、
現
在
三
市
に
は

な
く
、
県
外
へ
搬
出
し
て
処
理
を

　

市
で
は
、
今
ま
で
に
紙
、
布
、

空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ

　

道
路
沿
い
の
空
き
地
や
山
林
に
電
化
製
品
や
家

具
、
建
築
廃
材
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見

掛
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
散
乱
し
て
い
る
姿
は
、街
の
景
観
を
損
ね
、

非
常
に
不
快
に
感
じ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
家
庭

の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
悪
臭
や

害
虫
の
発
生
な
ど
、
公
衆
衛
生
上
の
問
題
も
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
、
法
律
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
不
法
投
棄
し
た
者
に
は
懲
役
刑

が
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
努
力
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
土
地
の
周
り
に
さ

く
を
し
た
り
、
注
意
の
看
板
を
立
て
た
り
す
る
な

ど
の
対
策
で
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま

す
。

　

市
と
し
て
は
、
不
法
投
棄
の
取
り
締
ま
り
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
市
独
自
で
行
う
ほ
か
、
今
年
度
に
は

警
備
会
社
に
委
託
し
、夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、

不
法
投
棄
の
取
り
締
ま
り
を
行
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
所
、
店
舗
、
作
業
所
な
ど

か
ら
事
業
を
営
む
上
で
出
て
く
る

ご
み
を
い
い
、
種
類
、
排
出
量
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
「
事
業
系
ご

み
」
と
な
り
ま
す
。

　
「
事
業
系
ご
み
は
、廃
棄
物
の
処

　

ま
た
、
小
さ
な
商
店
な
ど
一
度

に
多
量
の
ご
み
が
出
な
い
事
業
者

に
お
い
て
は
、
数
店
舗
で
業
者
に

処
理
を
お
願
い
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
と
考
え
ま
す
（
許
可
業
者
な

ど
の
相
談
は
資
源
対
策
課
へ
）。

５年間のごみ処理費の推移

市民一人当たりの処理費１�当たりの処理費ごみ処理費総額

１１，７８５円４０，４６８円１，３９２，３７５千円平成６年度

１３，０６６円４４，５５４円１，５４３，８８９千円平成７年度

１１，８２２円４０，７３５円１，４２１，９０５千円平成８年度

１１，１２９円３７，２１４円１，３５８，２８８千円平成９年度

１２，７４５円４３，５３０円１，５８０，０４５千円平成１０年度

○
補
助
の
対
象
者　

処
理
容
器
の
管
理
お
よ
び
、
た

い
肥
化
し
た
も
の
を
自
ら
処
理
で
き
る
市
内
在
住

の
方

○
補
助
の
対
象
容
器
お
よ
び
補
助
金
額　

市
内
指
定

販
売
店
で
指
定
容
器
（
屋
内
・
屋
外
用
）
を
購
入

す
る
際
に
、
一
台
当
た
り
の
購
入
金
額
が
四
千
円

を
越
え
る
場
合
に
は
三
千
円
、
四
千
円
以
下
の
場

合
に
は
購
入
金
額
の
二
分
の
一
（
百
円
未
満
切
り

捨
て
）
を
、
一
世
帯
に
つ
き
二
台
ま
で
補
助

○
特
定
販
売
店　

▽
さ
が
み
農
協
座
間
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
＝
入
谷
一
ノ
四
五
三
ノ
一
�
０
４
６（
２

５
１
）０
０
１
１
▽
（
株
）
カ
タ
ノ
＝
座
間
一
ノ
三

〇
九
五
ノ
一
�
０
４
６（
２
５
５
）５
１
１
５
▽
生

協
共
同
組
合
コ
ー
プ
か
な
が
わ「
ハ
ー
モ
ス
座
間
」

＝
立
野
台
一
ノ
十
九
ノ
一
�
０
４
６（
２
５
７
）３

３
３
５

○
申
込
方
法　

事
前
に
資
源
対
策
課
窓
口
へ
印
鑑
を

持
参
の
上
、
補
助
金
等
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
制
度
・
・
・
・
・

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
購
入
費
補
助
制
度

し
て
い
る
状
況
で
す
。　
　

　

し
か
し
、
「
自
区
内
処
理
」
の

原
則
か
ら
、
搬
出
先
の
自
治
体
を

は
じ
め
と
し
て
各
方
面
か
ら
の
批

判
も
強
く
、
今
後
も
引
き
続
き
搬

出
で
き
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
座
清
掃
施
設
組
合
自

体
の
焼
却
炉
の
更
新
に
つ
い
て
も

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
昨
年
十
二
月

に
は
三
市
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る

同
組
合
議
会
は
「
脱
焼
却
」
「
資

源
循
環
型
」
の
ご
み
処
理
行
政
を

実
現
す
る
た
め
「
ご
み
の
排
出
量

を
十
年
間
で
五
十
�
削
減
を
目
指

す
」
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
ま
で
に
も
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
み
の
減
量
化
、
資
源

化
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
か
ら
、

今
後
は
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ト
ル
の
分
別
収
集
を
行
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
大
き

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
相
変
わ
ら
ず

ル
ー
ル
違
反
が
目
に
付
き
ま
す
。

ご
み
と
資
源
物
を
分
け
な
い
で
一

つ
の
袋
に
混
ぜ
て
出
し
て
い
た

り
、
せ
っ
か
く
資
源
と
し
て
出
し

て
い
て
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
い
た
り
し
な

い
と
、
か
え
っ
て
手
間
の
掛
か
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
の
中
に
は

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
が
か
な
り
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
は
、
紙
の
日
に
紙
袋
に
入
れ

て
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

よ
っ
て
か
な
り
の
資
源
化
が
図
れ

ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
市
民
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ぜ

ひ
分
別
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、ご
み
の
資
源
化
、

減
量
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
に
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
食
品

ト
レ
イ
や
洗
剤
の
ボ
ト
ル
な
ど
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
の
分
別
収

集
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
や
は
り

よ
く
洗
浄
し
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
も
の

を
混
ぜ
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
分
別

収
集
を
成
功
さ
せ
る
基
本
的
な
条

件
と
な
り
ま
す
。
厳
し
い
現
状
を

ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　

◆「
事
業
系
ご
み
」と
は
…

◆
事
業
所
も
ご
み
の
減
量
化
、

み
処
理
経
費
が
節
約
で
き
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
も
、
次
の
例

を
参
考
に
し
て
ご
み
の
減
量
化
、

資
源
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
生
ご
み
な
ど
は
自
ら
処
理
機
を

導
入
し
、
減
量
に
努
め
る

○
缶
、
び
ん
、
金
属
類
な
ど
を
リ

サ
イ
ク
ル
へ

○
食
料
品
・
小
売
店
な
ど
で
は
、

食
品
ト
レ
ー
や
牛
乳
パ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
店
頭
回
収
す

あ
な
た
の
事
業
所
の
ご
み
処
理
は
？

自
分
の
と
こ
ろ
で
出
し
た
ご
み
は

自
分
の
と
こ
ろ
で
処
理
す
る

環
境
破
壊
を
し
な
い
で
！

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
の
た

め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、

家
庭
の
中
へ
ご
み
に
な
る
物
を
持

ち
込
ま
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に

日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
買
い
物
に
は
袋
を
持
参
し
、
レ

ジ
な
ど
の
袋
を
断
る
。

○
耐
久
消
費
財
を
買
う
と
き
は
、

も
う
一
度
本
当
に
必
要
な
物
か

を
考
え
る
。

○
常
に
簡
易
包
装
に
心
掛
け
、
中

身
だ
け
を
持
ち
帰
る
。

○
中
身
だ
け
詰
め
替
え
て
使
用
で

き
る
製
品
を
利
用
す
る
よ
う
に

心
掛
け
る
。

○
料
理
の
材
料
は
残
さ
ず
使
い
切

る
。

○
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を

利
用
し
、
生
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
。

暮
ら
し
の
中
の
減
量
化

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
利
用
拡
大

不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す

最終処分場「焼却
灰」が満杯

ご
み
に
し
な
い
で
！

「
き
ち
ん
と
分
別
」が
基
本
で
す

　

ご
み
は
、
本
来
「
自
区
内
処

理
」
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
本
市
の
ご
み
は
座
間

市
内
で
処
理
し
て
い
ま
せ
ん
。
市

内
に
は
焼
却
施
設
は
な
く
、
座

間
・
海
老
名
・
綾
瀬
の
三
市
で
運

営
す
る
「
高
座
清
掃
施
設
組
合
」

に
運
ば
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
組
合
は
、
海
老
名
市
本
郷

に
あ
り
、
可
燃
ご
み
の
処
理
能
力

は
、
一
日
約
三
百
五
十
㌧
。
三
市

の
ご
み
を
合
わ
せ
る
と
一
日
に
約

二
百
九
十
三
�
（
本
市
分
約
百
十

二
㌧
）
処
理
し
て
い
ま
す
。

ごごみみ
「「「「「「「「「「
捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨
てててててててててて
るるるるるるるるるる
」」」」」」」」」」社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかか
らららららららららら

「
捨
て
る
」社
会
か
ら

「「「「「「「「「「
生生生生生生生生生生
かかかかかかかかかか
すすすすすすすすすす
」」」」」」」」」」社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
へへへへへへへへへへ

「
生
か
す
」社
会
へ

BBタタイイププ
屋屋内内用用

AAタタイイププ
屋屋外外用用

　

市
で
は
、一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
の
一
環
と
し
て「
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
」お

よ
び「
生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」を
購
入
す
る
世
帯
に
、購
入
費
の
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
補
助
の
対
象
者

　

処
理
機
の
管
理
が
で
き
る
市
内
在
住
の
方

○
補
助
の
対
象
機
器

　

材
質
が
耐
久
性
を
備
え
、
電
力
な
ど
の
人
工
的
外

部
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、
生
ご
み
を
た
い
肥
化

す
る
機
器
で
あ
る
こ
と
（
機
種
の
指
定
や
購
入
店

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
補
助
金
額

　

三
万
円
を
上
限
に
、
購
入
価
格
の
二
分
の
一
（
百

円
未
満
切
り
捨
て
）
を
一
世
帯
に
つ
き
一
台
の
み

補
助

○
申
込
方
法

　

処
理
機
を
購
入
す
る
前
に
電
話
に
て
資
源
対

策
課
�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９
へ
申
し

込
み
後
、
処
理
機
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
書
類
を
添
え
て
同
課
窓
口
で
補
助
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
購
入
し
て
い
る
処
理
機
、
ま
た
は
事
前

に
申
し
込
ま
な
い
で
購
入
さ
れ
た
物
に
つ
い

て
は
、
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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木造住宅についての耐震相談（無料）
を実施します。
○と　き　６月１７日午前９時３０分～午
後４時（時間予約制）
○ところ　北地区文化センター
○相談員　神奈川県建築士事務所協
会・座間支部会員
○申込方法　６月１５日までに電話で担
当へ（土曜・日曜日を除く）
○用意する物　確認申請書などの図面
（略図でも可）、建物の状況が分か
る写真など
※なお、この耐震相談は９月に東地区
文化センターでも予定しています。
担当　　　　　　　　　　　　建築課
　　　　　　　　　　�０４６（２５２）７３９６

○と　き　６月２３日午後２時～４時１０
分
○ところ　市役所５階第１会議室
○テーマ　「座間の教育史」の公開講座
○内　容　尋常栗原小学校日誌抄を通
しての座間の教育（大正２年～１５年）
○講　師　市教育研究所教育史調査員
大谷之彦さん
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　教育研究所
　　　　　　　　　　�０４６（２５６）１９３９

○と　き　６月１０日午前９時３０分～１１
時３０分
○ところ　市立ひばりが丘小学校校庭
および体育館（雨天の場合は体育館
のみ）
○指導種目　▽校庭＝グラウンドゴル
フ、ペタンクなど▽体育館＝ソフト
バレーボール、シャッフルボード、
大縄跳び、輪投げ、ダブルダッチ
○対　象　小学生～高齢者
○持ち物　体育館用シューズ、タオル
など
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　スポーツ課
　�０４６（２５２）８１７７・FAX０４６（２５２）４３１１

○と　き　６月１８日午前９時～午後４
時
○ところ　市文化福祉会館
○対　象　５・１０・１５・２０年以上無事
故・無違反の市交通安全協会会員
○手数料　証明書発行料として７００円
（５年については不要）
○持ち物　運転免許証、印鑑、会員証
※当日申請できない方は、６月２０日ま
でに同協会事務局へ。
担当　　　　　　　　市交通安全協会
　　　　　　�０４６（２５５）１１１１内線３９０４

○と　き　６月２３日～７月１２日の午前
９時～午後５時（土曜・日曜日を除
く、最終日は午後４時まで）

ふれあいスポーツデー

優良運転者表彰
自主申請を受け付け

○ところ　高相地区教科書センター　
（相模原市光が丘２ー１９ー１相模
原市教育研究所内）
○問い合わせ先　�０４２-７５６-３４４３（相
模原市教育研究所）
担当　　　　　　市教育委員会指導室
　　　　　　　　　　�０４６（２５２）８７３２

○と　き　６月１１日午前１０時～
○ところ　市民体育館
○参加費　２００円
○申込方法　６月７日までに電話か
ファクスで担当へ
担当　　　　　　市障害者団体連合会
　　　　　　　（市社会福祉協議会内）
　�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９

▼ひばりが丘南児童館＝３日・１７日午
後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
第２多目的広場＝１日・１５日午前１０時
３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝８日・
２２日午後２時３０分～３時４５分▼東原小
学校＝９日・２３日午後２時３０分～３時
４５分▼ＮＴＴ大塚本町アパート＝７
日・２１日午前１０時３０分～１１時３０分▼栗
原小学校＝１４日・２８日午後２時３０分～
３時４５分▼東原共同住宅＝８日・２２日
午前１０時３０分～１１時３０分▼相模が丘４
丁目多目的広場＝９日・２３日午前１０時
３０分～１１時３０分▼相模野小学校＝２
日・１６日午後２時３０分～３時４５分▼中
原小学校＝７日・２１日午後２時３０分～
３時４５分
　なお、雨天の場合は巡回を中止し、
学校への巡回は時間が変更になる場合
があります。
担当　　　　　　　　　　市立図書館
　�０４６（２５５）１２１１・FAX０４６（２５２）５７０４

▽市県民税（第１期）▽国民健康保険
税（第１期）国民年金保険料（第３期）
※最寄りの指定金融機関､郵便局､市役
所または各出張所で納めてください。
※使用料などもお忘れなく。

用紙を郵送しましたので、必ず期間内
に手続きを済ませてください。
○受付期間　６月１日～３０日午前８時
３０分～午後５時（土曜・日曜日を除
く）
○受付場所　市役所１階児童課
　なお、新たに本市で児童手当を申請
される方や、現在受給中の方で二人目
以降のお子さんが生まれた場合も届け
出が必要です。
担当　　　　　　　　　　　　児童課
　�０４６（２５２）７２０１・FAX０４６（２５２）７０４３

　児童手当の対象範囲が、０歳～義務
教育就学前（６歳到達後最初の年度
末）までに改正されました。
　支給は、平成１２年６月分からとなり
ますが、平成１２年９月２９日までに申請
されないと、６月分からの支給ができ
ませんので、ご了承ください。
　また、申請者には所得制限がありま
す。
※対象は、平成６年４月２日以降生ま
れの子供を養育している方です。
担当　　　　　　　　　　　　児童課
　�０４６（２５２）７２０１・FAX０４６（２５２）７０４３

　市では、昭和５６年以前に建築された

○と　き　６月２４日午後２時～４時
○ところ　市民文化会館２階大会議室
○対　象　小学生（保護者同伴可）
○定　員　４０人（先着順）
○持ち物　筆記用具、ものさし、コン
パス、色鉛筆ほか
○受講料　無料
○申込方法　６月２３日までに直接また
は電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　企画政策課

　�０４６（２５２）８３７９

　児童手当（一定の所得以下で、３歳
未満のお子さんを養育している方に、
その人数によって定められた額の手当
が支給される制度）を受給している方
は、毎年６月中に現況届を提出するこ
とになっています。
　対象となる方には、すでに現況届の

統計グラフ作り方教室

児童手当制度の改正

お忘れなく「児童手当現況届」

平成１３年度使用の
教科書法定展示会

教育教養研修講座

座間・海老名市二市合同
障害者運動会

木造住宅耐震相談

６月に納めるのは

市立図書館
ひまわり号巡回日程

と　こ　ろと　　　　き区　分

３階相談室（法務相談は
３階第１会議室）
法律相談は、いずれも定
員７人になり次第、締め
切ります。

毎月第２木曜日午前９時～正午と
第３・第４木曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）１日午前８時３０分～今月
分を受け付け〉

８・１５・
２２日

法 律
（予約制）

毎月第２火曜日　午前９時～正午１３日
法 務
（人権･戸籍・
登 記 ）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１５日
行 政

担当　市民生活課�０４６（２５２）８２１８

１階国保年金課内毎月第２月曜日　午前１０時～午後３時１２日
年 金

担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１５日駐 留 軍
離 職 者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１５日高 年 齢
者 職 業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

１階児童課内毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１５日
婦 人

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市文化福祉会館今月は第１～第４土曜日　午前９時～午
後３時

３・１０・
１７・２４日結 婚

担当　市文化福祉会館�０４６（２５１）４１１７

３階相談室
（詳細については、担当へ
お問い合わせください）

毎月第１～第４火・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

２・６・
９・１３・
１６・２０・
２３・２７日

消 費 生 活

担当　市民生活課�０４６（２５２）８２１８

１階児童課毎週月～金曜日　午前９時～午後３時
母 子 生 活

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育
担当　教育研究所�０４６（２５６）１９３９

相談はいずれも無料です

6 月 の 相 談 日

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

◆初夏のナイトハイク～雑木林に住む
生き物たち～
○と　き　６月１７日午後６時～（雨天
中止）
○内　容　ホタルやコウモリの観察
○集合場所　県立座間谷戸山公園里山
体験館前
○観察地　県立座間谷戸山公園
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○対　象　児童とその保護者
○定　員　市公民館３０人（先着順）
　北地区文化センター３０人（先着順）
○持ち物　懐中電灯
○参加費　無料
○申込方法　６月１５日までに直接また
は電話かファクスで同館または、次
のいずれかに
共催　　　　　　北地区文化センター
　�０４２（７４７）３３６１・FAX０４２（７４７）８５４２

◆キッズよさこい～鳴子踊りを楽しも
う～
○と　き　６月１４日～７月２６日の毎週
水曜日①午後４時～５時３０分②午後
５時～６時３０分、７月３０日（時間は
未定）、８月９日（水）午後２時～４
時（全９回）〈１回目は午後４時３０
分から説明会〉
○ところ　北地区文化センターほか
○対　象　小・中学生
○定　員　３０人（先着順）
○持ち物　タオルなど
○参加費　２５００円程度（シャツなどの
実費負担分）
○申込方法　６月１０日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆保育ボランティア養成講座
○と　き　６月２０日～７月１８日の毎週
火曜日午前１０時～正午（全５回）
○内　容　公民館でなぜ保育する
の？、今時の子供事情、子供の心の
発達と心理、いざというときの応急
処置ほか
○講　師  和泉短期大学教授　中村美
津子さん、マッコー保育園園長　藍
原益子さん、麦っ子保育園園長　大
島貴美子さん
○対　象　市内在住・在勤で２０歳以上
の方
○定　員　２５人（先着順）
○受講料　無料
○申込方法　６月１３日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

◆小・中学生のための手話教室
○と　き　６月１７日～８月５日の毎週
土曜日午後２時～３時３０分（全８
回）
○ところ　東地区文化センター、栗原
ホーム
○内　容　初心者、経験者に分かれて
楽しく手話を勉強する
○対　象　小・中学生
○定　員　２５人（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　６月１０日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
◆幼児をもつファミリー学級
○テーマ　遊ぶ力は生きる力�みんな
で遊ぼう、一緒に遊ぼう�
○と　き　６月２２日、２９日、７月９日、
１３日、２７日、９月７日（木）、１４日（木）、
２１日（木）、１０月１日（日）、５日（木）
午前１０時～正午（全１０回）
○内　容　音楽リズム、いもほり・ア
ウトドアクッキング、シュタイナー
教育①（実践報告より）②（ウォル
ドルフ人形の魅力）､母はなぜこど
もを餓死から救えなかったのか、こ
んなママ友達いらない？（音羽２歳
女児殺人事件から）､『私』の主人
は『わたし』、自然を学び自然に学

ぶほか
○対　象　幼児（原則２歳以上）を持
つ母親・父親
○受講料　無料（実費負担あり）
○保　育　あり（保育説明会６月１５日
午前１０時～）おやつ代５００円
○定　員　３０人（多数抽選）
○申込方法　６月８日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�
　�046（252）8158�
　FAX046（255）3550

◆臨時清掃作業員（ごみ収集）
○募集人員　４人
○応募資格　原則として１８歳以上４０歳
未満の健康な方
○採用期間　７月１日～９月３０日（土）
○勤務時間　日曜日を除き午前８時３０
分～午後５時（土曜日は午後０時３０
分）
○賃　金　日額１０３０７円～１１１１５円（経
験年数により異なる）
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　６月７日までに市販の履
歴書（写真添付）に必要事項を記入
し本人が直接担当へ持参
担当　　　　　　　　　　資源対策課
　�０４６（２５２）８７２４・FAX０４６（２５２）７６４１
◆地域保健福祉サービス推進委員会委
員
　市の保健福祉施策の各種計画などを
検討する地域保健福祉サービス推進委
員会に市民の意見が反映されるよう、
同委員会の委員を募集します。
○募集人員　２人
○応募資格　市内在住・在勤者
○業務内容　福祉プランの検討など
○任　期　２年
○選考方法　論文による選考
○応募方法　６月２０日までに「２１世紀
の社会福祉」についての論文（４００
字詰め原稿用紙２～３枚程度）を本
人が直接担当へ持参
担当　　　　　　　　　　社会福祉課
　�０４６（２５２）７１２２・FAX０４６（２５６）３６００
◆サマーアイランドのお手伝い募集
　夏休み最後の日曜日、全館を子供た
ちに解放する催し「サマーアイラン
ド」でボランティアしてみませんか。
○と　き　８月２７日（日）午前９時～午
後４時
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　６月８日までに直接また
は電話かファクスで同センターへ
※６月１０日午後１時より準備会を開催
します。
担当　　　　　　東地区文化センター
　�０４６（２５３）０７８１・FAX０４６（２５３）０７８９

◇希望します
冷蔵庫、幼稚園制服（豊泉・やな
せ）、大人用三輪自転車、剣道防具、
ブランコ、二段ベッド、空手用防具、
自転車（子供用～２６インチ）、圧力
鍋、ベビーカー（Ｂ･二人用）、チャ
イルドシート、ジュニア布団、ベビー
タンス、布団乾燥機、パソコン、ミニ
コンポ、食器棚、ベビーモニター、ベ
ビーかご、ファクシミリ、ハイチェ
アー、テレビ、ミシン、電動ルームラ
ンナー、掃除機、折りたたみイス、カ
ラーボックス、ファクス付き電話機、
フォークギター、ギター、乳母車、エ
レクトーン、８ミリビデオカメラ､ピ
アノカバー（全体用）､キーボード

みんなの広場�

○県立座間養護学校で「交流の広場」
▽とき＝６月４日午前９時５０分～午後
２時２０分▽ところ＝県立座間養護学校
▽内容＝イベント、バザー、作品展示
▽問い合わせ先＝同校�０４６（２５５）２２５１
○人権講演会
▽とき＝①６月５日②１６日いずれも午
後１時３０分～４時▽ところ＝①パシ
フィコ横浜メインホール②相模原市民
会館▽内容＝①衆人みな酔う　我ひと
り 醒 む～副島種臣とマリア・ルス号事

さ

件～②彼らが心を開く時～移動教室の
現場から～▽問い合わせ先＝横浜国際
人権センター�０４５（２６１）３８５５
○高齢者のためのパソコン教室
▽とき＝６月２８日～７月１２日の毎週水
曜日（全３回）①午前９時～正午②午
後１時３０分～４時３０分▽ところ＝座間
郵便局▽内容＝パソコンで手紙作成▽
対象＝６０歳以上で３回参加できる方▽
参加費＝無料▽定員＝①②とも２０人
（多数抽選）▽申込方法＝６月９日ま
でに往復はがきに住所、氏名、年齢、
電話番号を記入の上、〒２２８ー８７９９座間
郵便局総務課まで郵送▽問い合わせ先
＝�０４６（２５１）２３２２（川中）
○書道「名筆の学び方入門」講習会
▽とき＝６月２２日午前１０時～正午▽と
ころ＝市立図書館▽主催＝市書道連盟
▽申込方法＝講習会の要項をお送りし
ますので､６月１５日までに電話で�０４６
（２５１）３４０６（野 島）､�０４６（２５５）２５７４
（伊藤）へ
○合気道初心者無料講習会
▽とき＝６月１１日、１８日いずれも①午
前９時３０分～②午前１０時３０分～▽とこ
ろ＝市民体育館▽対象＝①４歳～小学
６年生②中学１年生以上▽持ち物＝ひ
じ・ひざの隠れるトレーニングウエア
または柔道着、タオル▽問い合わせ先
＝座間合気道会�０４２（７７８）２２８０（諏訪）
○ふれあい茶道ＩＮさがみ「楽しもう
茶会を、世代をこえて」
▽とき＝６月１１日午前１０時～午後３時
▽ところ＝市民文化会館▽定員＝４００
人（先着順）▽参加費＝無料▽申込方
法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先＝
�０４６（２５３）３６０６（稲葉）
○公民館サークル絵画展
▽とき＝６月１３日～１８日午前１０時～午
後４時３０分（最終日は午後４時）▽と
ころ＝市民文化会館▽内容＝各公民館
で活動している絵画サークルの合同美
術展▽主催＝公民館絵画実行委員会▽

入場料＝無料▽問い合わせ先＝�０４６
（２５５）１８９９（伊藤）

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

サークル会員募集�

◇文学サークル「沙羅の会」
▽毎月第３火曜日午後２時～４時▽と
ころ＝市公民館▽内容＝平家物語を中
心として日本人の心に触れる▽会費＝
月額１０００円（別に材料費あり）▽連絡
先＝�０４６（２５３）９７６８（福田）
◇文芸サークル「つづれ草」
▽とき＝毎月第４金曜日午後１時３０分
～３時３０分▽ところ＝市立図書館▽内
容＝課題文と自由文を書き批評なども
する、年４回冊子を発行▽会費＝月額
１０００円▽連絡先＝�０４６（２５１）０７０７（水
谷）
◇幼児サークル「ぐーちょきぱー」
▽とき＝毎週火曜日午前１０時３０分～正
午▽ところ＝東建座間ハイツ内わんぱ
く広場・遊戯室▽内容＝外遊び、手遊
び、季節行事など楽しく遊ぶ▽対象＝
幼稚園入園前の幼児▽会費＝月額２００
円▽連絡先＝�０４６（２５１）６８８８（桃園）
◇おえかき教室「たんぽぽ」
▽とき＝毎月第２、第４火曜日午後３
時３０分～▽ところ＝市立青少年セン
ター▽対象＝小学１年～４年生▽会費
＝月額３０００円（材料費含む）▽定員＝
１５人（先着順）▽連絡先＝�０４６（２５３）
００２６（中瀬）
◇ジュニア体操サークル
▽とき＝毎月３～４回土曜日①午後３
時～４時②午後４時～５時▽ところ＝
市立東原小学校体育館▽内容＝マット
運動、とび箱など▽対象＝①４歳児～
小学１年生②小学２年～６年生▽会費
＝月額１５００円（別に年間保険料４５０円）
▽連絡先＝�０４６（２５７）０８０５（小林）

善意のともしび�
（敬称略）�

◇交通安全のために
▽交通安全横断旗１２００本・横断指示旗
７０本＝（社）県トラック協会相模支部
◇交通対策基金へ
▽４万１５３２円＝市交通安全母の会連絡
協議会
◇市社会福祉協議会へ
▽６５８７円＝全労済座間地区共済会▽３
万円＝緑ケ丘・但中正信▽タオル２００枚
＝住友生命労働組合町田支部▽３万
９７４５円＝市軍恩会婦人部▽タオル１４７５
枚＝女性協議会コスモスグループ▽
５０００円・ぞうきん１００枚＝仲間達の会▽
２０万９０９５円＝（株）ヤマシゲエンター
プライズパチンコ大魔人▽みかん３０箱
＝大和市・（株）すえひろ▽１０万円＝
ひばりが丘・匿名▽２万円＝ひばりが
丘・マリアンチャリティコンサート▽
５万円＝栗原・本村いそ▽５万７５３０円
＝相武台中原自治会１円塔募金▽５万
円＝綾瀬市・県央イベント商業協同組
合▽布団＝南栗原・大矢▽５万円＝入
谷・匿名▽２万円＝匿名▽６万１２０円＝
北地区文化祭実行委員会▽１万円＝綾
瀬市・ドレーパー記念幼稚園

◇お譲りします
ハイチェアー ､ＷＯＷＯＷデコー
ダー、ルームランナー、事務用机、ス
テレオ、ベビー布団、ベッド（シング
ル・三段）、ベビーカーＢ、座卓、姿
見、スチール製書棚、柔道着、バラン
ス風呂釜
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平成１２年度がん集団検診日程表

みんなの　�

健康�

診　療�救　急�
�休日診療
◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

電　話所在地医　院　名診療月日
外科系

０４６ （２５５）３２１１東原座間厚生病院６月４日
０４６ （２５６）００１１相模が丘相模台病院６月１１日

婦人科系
０４６ （２５２） ０６２５さがみ野原産婦人科医院６月４日
０４６ （２５５） ３５４１入谷金子産婦人科６月１１日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター
６月４日
６月１１日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。
　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
　　　　　　　　　市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。
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象
＝　

歳
以
上
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

１５

▽
今
月
の
該
当
者
＝
昭
和
８
年
６
月
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
お
よ
び　

歳
以
上
で
、
ま
だ
医
療
証
の
交
付
を
受

６７

け
て
い
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
心
身
障
害
者
療
養
受
診

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き
が
不
要
で
す
。

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応

検
査
と
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種

赤
ち
ゃ
ん

教
室

も
ぐ
も
ぐ

教
室

２
歳
児
歯

科
健
康
診

査４
カ
月
児

健
康
診
査

８
〜　

カ
１０

月
児
健
康

診
査

１
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

３
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

１５

１５

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜

４
歳
未
満
（
で
き
る
だ
け
１
歳
ま
で
に
完
了
）

※
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、
陰
性
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ

Ｇ
を
接
種
し
、
陽
性
の
場
合
は
再
検
査
し
ま
す
。

▽
と
き
＝
６
月　

日（
木
）午
前　

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ

２９

１０

１１

３０

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
離
乳
食
の
作
り
方
・
す
す

め
方
、
子
供
の
発
達
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
▽
対
象
＝
生
後

５
カ
月
〜
７
カ
月
児
を
持
つ
保
護
者
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康

手
帳
、
ス
プ
ー
ン
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝
６
月　

日（
木
）午
前　

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ

１５

１０

１１

３０

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
離
乳
食
の
す
す
め
方
、
子

供
の
発
達
に
つ
い
て
▽
対
象
＝
生
後
８
カ
月
〜　

カ
月
児
を

１０

持
つ
保
護
者
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、

テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝
６
月　

日（
水
）▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時

２８

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
歯
科
健
診
、
予

防
処
置
お
よ
び
栄
養
相
談
な
ど
（
※
予
防
処
置
は
、
希
望
者

の
み
で
有
料
）
▽
対
象
＝
平
成　

年
５
月
生
ま
れ
▽
持
ち
物

１０

＝
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
と
き
＝
６
月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

２０

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
２
月
生
ま
れ

１２

　

市
で
は
、
指
定
相
談
医
を
定
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
へ
電
話
連
絡
の
上
、
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
に
な
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
科
▽
と
こ
ろ
＝
指
定
医
療
機
関
▽
対
象
＝
平
成　

年　
１０

１１

月
生
ま
れ
◆
歯
科
▽
と
き
＝
６
月　

日（
水
）、　

日（
水
）い

１４

２１

ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

３０

１０

３０

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年　

月
生
ま
れ

１０

１０

▽
と
き
＝
６
月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１３

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成
８
年　

月
生
ま
れ
▽
持
ち

１２

物
＝
母
子
健
康
手
帳

と　
　

き

６
月　

日（
月
）

２６

６
月　

日（
火
）

２７

と　
　

こ　
　

ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

○
と　

き　

６
月　

日（
水
）午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

２１

３０

３０

○
と
こ
ろ　

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

有
酸
素
運
動
を
し
ま
せ
ん
か

○
講　

師　

天
川
淑
宏
さ
ん

○
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル

○
参
加
費　

無
料

○
参
加
方
法　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
直
接
会
場
へ

○
主　

催　

健
康
ざ
ま
普
及
員
連
絡
協
議
会

　福岡県でポリオの予防接種を受けた女児が、接種から２３日
後に死亡するという事故が発生しました。この事故を重く見
た厚生省の指示を受け、市では５月１７日から２３日までの間に
予定していた予防接種を見合わせることにしました。接種を
予定していた方には大変ご迷惑をお掛けしました。今後、厚
生省の対応が決定次第、本紙で日程などをお知らせします。

と　
　

き

６
月
９
日（
金
）

６
月　

日（
金
）

１６

と　
　

こ　
　

ろ

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

と　
　

き

６
月
７
日（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

と
こ
ろ

市
民
健
康

セ
ン
タ
ー

ポリオ予防接種を当面見合わせ

内　

容

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

と　

き

６
月
５
日（
月
）

６
月
７
日（
水
）

６
月　

日（
水
）

１４

６
月　

日（
金
）

１６

対　

象

２
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

１
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

○実施期間　６月１日（木）から

１１月３０日（木）

○対　象　３０歳以上の女性（４月

以降に、市が行った集団検診を

受診した方は除く）

○検査内容　子宮けい部細胞診、

子宮体部細胞診（問診などの結

果、医師が必要と認めた方）

○定　員　１０５０人

○受診料　�子宮けい部細胞診

のみ＝１７００円�子宮けい部細

胞診と子宮体部細胞診＝２５００

電　話所　在　地医療機関名

０４２（７４２）３７５６

０４６（２５２）０６２５

０４６（２５３）３５１１

０４６（２５５）３５４１

０４６（２３２）２２７１

０４６（２３１）１５３４

０４６（２３４）３２１４

０４６７（７８）０３００

相模が丘５－２－２０

さがみ野１－８－２２

相武台１－５２

入谷４－２６９０－２９

海老名市国分寺台５－１３－１３

海老名市柏ケ谷１１４１

海老名市東柏ケ谷３－３－１９

綾瀬市深谷３４７１－７

手嶋産婦人科医院

原産婦人科医院

シロタ産婦人科

金 子 産 婦 人 科

武 岡 産 婦 人 科

増田産婦人科医院

さがみ野レディスクリニック

茂木産婦人科医院

　

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
の
た
め
、
集
団
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
検
診
も
平

成
十
二
年
度
中
に
一
人
一
回
ま
で
受

診
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
電

話
で
市
民
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
料
金
な
ど
は
左
表
の
と
お

り
）。

　

な
お
、
料
金
は
当
日
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給

者
と
七
十
歳
以
上
の
方
お
よ
び
市
・

県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
担
当
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
生
活
保
護
受
給
者

の
方
は
、
当
日
受
給
票
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）。

《
注
意
》

①
大
腸
が
ん
検
診
は
、
原
則
と
し
て

検
診
日
の
七
日
前
ま
で
の
予
約
に

な
り
ま
す
。

②
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方

は
、
前
日
の
午
後
八
時
以
降

の
飲
食
、
喫
煙
な
ど
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

③
授
乳
中
の
方
は
、
乳
が
ん
の

検
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
産
後
二
カ
月
未
満
の
方
は
、

子
宮
が
ん
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑤
妊
娠
中
の
方
は
、
大
腸
が
ん

以
外
の
検
診
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

がががががががががががんんんんんんんんんんん集集集集集集集集集集集団団団団団団団団団団団検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 西  山 　 香 織   ちゃん
にし やま か おり

Ｈ１１．６．１８生まれ　女
ひばりが丘２丁目

 奥 津   　
おく つ

 隆 也   ちゃん
りゅう や

Ｈ１１．１１．９生まれ　男
入谷３丁目

 内  野 　空   ちゃん
うち の そら

Ｈ１１．８．５生まれ　男
入谷３丁目

円

○申込方法　直接下表の

医療機関へ

子宮がん
施設検診

ところとき

東地区文化センター
市民健康センター
市公民館
市民健康センター

６月７日（水）　
　 １２日（月）　
　 ２０日（火）
　 ３０日（金）

ひばりが丘南児童館
北地区文化センター
市民健康センター

７月４日（火）　
　 １９日（水）　
　 ２８日（金）

東地区文化センター
市民健康センター

８月３日（木）　
　 ２８日（月）

市公民館
北地区文化センター
市民健康センター

９月５日（火）　
　 １３日（水）　
　 ２８日（木）

個人負担金受付時間対象区分

９００円
午前９時～１１時

４０歳以上
の方

胃

５００円大腸

３００円午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時３０歳以上

の女性

乳

６００円午前９時～１１時子宮

※は、会場が市民健康センターの場合のみ

早期発見

早期治療
に

健
康
体
操
へ
の
お
誘
い
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